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論文内容の要旨 
［目的］Susceptibility-weighted imaging(以下 SWI)は出血を鋭敏に検出する MR 撮像法であるが
新生児の頭部画像診断法としての報告はまれである。SWI と従来の MRI 撮像法による画像比較評
価を行い、新生児期頭蓋内出血に対する SWI の有用性を検証し、SWI による新生児期頭蓋内出血
の有無、出血部位やその数と後方視的に得られた臨床情報を統計学的に検討することが本研究の
目的である。 
［方法］対象は 2011 年 1 月 1日から 2012 年 12 月 31 日に NICU に入院し生存退院した児のうち、
T1/T2 強調画像、SWI を含めた MRI を施行した 244 例である。新生児期頭蓋内出血と臨床情報項目
における多変量解析は244症例のうち解析対象外となった17例を除外した227例中 SWIによって
頭蓋内出血を検出された 44 例を対象とした。 
［結果］MRI は早産児では修正 36 週から 42 週、正期産児は修正 37 週から 44 週に MRI 撮影が施
行されていた。検出された頭蓋内出血のタイプは小脳、大脳実質、上衣下、脳室内、硬膜下、く
も膜下であった。SWI による頭蓋内出血の検出例は 51 例（21%）、T1/T2 強調画像でのそれは 12 例
（5%）であった。SWI では同定できず T1/T2 強調画像にて頭蓋内出血を検出できた症例は 0であ
った。性別、早産の有無、低出生時体重の有無、Apgar score 1 分値の異常の有無あるいは経腟
分娩・帝王切開など分娩方法においていずれの場合でも SWI による頭蓋内出血検出率は T1/T2 強
調画像によるそれに比較して有意に高率であった。また、経腟分娩が帝王切開よりも統計学的に
有意に高率に頭蓋内出血を認めた。多変量解析による検討では大脳実質出血は在胎週数や出生時
体重と正相関、小脳出血、上衣下出血、脳室内出血とくも膜下出血は在胎週数と負の相関を示し
た。脳計測との関連では左側大脳半球径優位率は小脳出血数と負相関していた。小脳前後径は大
脳実質出血数と負相関し、上衣下出血数と正相関していた。小脳左右径に関しては硬膜下腔出血
数と負相関し、小脳出血数と正相関していた。 
［結論］SWI による新生児期頭蓋内出血検出率は T1/T2 強調画像のそれに比較して極めて高く、
新生児期頭蓋内出血を鋭敏に描出し、新生児期頭蓋内出血の診断に極めて有用な撮像方法である
と考えられた。経腟分娩が帝王切開よりも高率に新生児期頭蓋内出血を認め、大脳実質出血は在
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胎週数や出生時体重が重い例に認められやすく、小脳、上衣下、脳室内とくも膜下出血は在胎週
数がより少ない例に認められやすいことなどは既報を支持する結果となった。 
 
